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冒
頭
、
藤
原
俊
平
教
育
長
よ
り
、「
平
素
か
ら
本
県
教
育

の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
。
震
災
の
経
験
と
教
訓
を

伝
え
活
か
す
こ
と
に
『
つ
な
ぐ
』
こ
と
を
付
け
加
え
、
今

の
世
代
で
し
っ
か
り
と
共
有
し
、
今
後
の
世
代
に
も
つ
な

い
で
い
く
と
い
う
、
強
い
思
い
を
込
め
た
。
今
後
と
も
、

防
災
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
教
育
・
道
徳
教
育
・
体

験
教
育
等
様
々
な
分
野
で
こ
の
経
験
と
教
訓
を
活
か
し
て

い
き
た
い
」「『
第
４
期
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造
プ
ラ
ン
』
が

２
年
目
を
迎
え
た
。
３
つ
の
基
本
方
針
と
18
の
と
り
く
み

の
方
向
性
お
よ
び
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に
各
施
策

や
と
り
く
み
を
推
進
し
て
い
く
」「
学
校
で
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
外
部
人
材
配
置
の
積
極

的
登
用
、
総
業
務
量
の
削
減
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
昨
年

８
月
の
中
教
審
の
答
申
も
ふ
ま
え
、こ
の
と
り
く
み
を『
オ

ー
ル
ひ
ょ
う
ご
』
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
教
職
員

の
み
な
さ
ん
が
専
門
性
を
高
め
、
指
導
力
を
発
揮
し
て
い

く
た
め
に
も
、
心
身
と
も
の
健
康
の
保
持
、
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
づ
く
り
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」「
今
年
度
も
県
教
育
委
員
会

と
し
て
、
従
来
の
労
使
慣
行
を
尊
重
し
な
が
ら
信
頼
関
係

を
大
切
に
し
、
相
互
理
解
を
深
め
、
各
種
課
題
に
誠
意
を

持
っ
て
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
兵
高
教
・
西
村
委
員
長
は
「
日
ご
ろ
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
保
障
、
安
心
・
安
全
な

学
校
づ
く
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
教
職
員
が
協
力

し
意
欲
的
に
働
け
る
環
境
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支

え
る
基
盤
で
あ
り
、
勤
務
労
働
条
件
の
改
善
に
、
一
層
注

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
を
と
り

ま
く
状
況
は
厳
し
さ
・
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
。
県
政
の

混
乱
は
長
期
化
し
、
県
民
の
分
断
が
深
ま
り
、
学
校
教
育

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
」「
不
登
校
、
子
ど
も

の
自
死
が
増
え
続
け
て
い
る
。
対
症
療
法
的
な
対
策
で
は

な
く
、
根
本
的
な
学
校
の
あ
り
方
を
見
直
す
時
期
に
来
て

い
る
」「
教
員
不
足
や
長
時
間
労
働
も
深
刻
化
し
、
職
場
の

人
間
関
係
に
起
因
す
る
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
部
活
動
の
負
担
も
若
手
教
員
を

中
心
に
問
題
視
さ
れ
、
教
員
志
望
者
減
少
の
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
抜
本
的
改
革
が
必
要
」「
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

は
、
人
権
感
覚
を
基
盤
に
据
え
た
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠

で
あ
り
、
兵
庫
県
が
こ
れ
ま
で
柱
と
し
て
き
た
『
人
権
』

施
策
を
一
層
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」「
県
教
育
委
員

会
と
私
た
ち
は
『
よ
り
良
い
兵
庫
の
教
育
』
を
創
り
あ
げ

て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
健
全
な
労
使
関

係
を
維
持
・
強
化
し
、
兵
庫
の
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
の

た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
岩
井
書
記
長
か
ら
、
今
年
度
の
勤
務
条
件
等
に

つ
い
て
の
要
求
を
伝
え
ま
し
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で

す
。 

◆
賃
金
・
労
働
条
件
等
に
つ
い
て 

・
全
職
員
の
年
収
ベ
ー
ス
で
の
賃
金
引
き
上
げ
、
若
年
層

の
賃
金
水
準
の
さ
ら
な
る
改
善 

・
休
暇
制
度
等
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
制
度
の
周
知
徹
底 

◆
超
過
勤
務
縮
減
・
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て 

・
国
に
対
す
る
抜
本
的
な
定
数
改
善
要
求 

・
思
い
切
っ
た
業
務
削
減
や
部
活
動
の
あ
り
方
の
見
直
し

等
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
の
「
働
き
方
改
革
」
の
推

進 
・
協
力
・
協
働
、
助
け
合
い
支
え
合
え
る
職
場
づ
く
り 

・
人
事
評
価
制
度
は
「
育
成
」
に
資
す
る
も
の
と
し
、
処

遇
に
反
映
さ
せ
な
い
こ
と 

◆
職
場
環
境
整
備
、
採
用
・
育
成
に
つ
い
て 

・
個
々
の
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
と
り
く
み
の
推
進 

・
実
習
教
員
・
寄
宿
舎
指
導
員
お
よ
び
校
務
員
の
計
画
的

か
つ
安
定
的
採
用 

◆
高
校
教
育
改
革
・
後
期
中
等
教
育
の
保
障
に
つ
い
て 

・「
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画
」
に
つ
い

て
、
当
事
者
で
あ
る
生
徒
・
保
護
者
、
地
域
、
学
校
現

場
の
声
を
聴
き
、
真
に
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
に

資
す
る
改
革
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
兵
高
教
・
兵
教

組
と
丁
寧
に
協
議
を
行
う
こ
と 

４
月
24
日
14
時
15
分
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
交
流
館
に
て
第
１
回
対
県
交
渉
（
勤
務
条
件
等
の
基
本
要
求
交
渉
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
、
西
村
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
本
部
役
員
お
よ
び
執
行
委
員
が
出
席
、
県
教
委
か
ら
は
藤
原
教
育
長
以
下
、
教
育
次
長
、
各
課
の
課
長
が
出
席
し
、
兵
高
教
の
今
年
度
の
要
求
事
項
を
伝
え
ま
し
た
。 

・
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
高
等
学
校
で
学
べ

る
体
制
づ
く
り
と
、
厳
し
い
経
済
状
況
・
家
庭
環
境
の

下
に
お
か
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
の
観

点
に
立
っ
た
施
策
を
立
案
す
る
こ
と
。 

・
定
時
制
・
多
部
制
・
通
信
制
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

後
期
中
等
教
育
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
精
緻

に
捉
え
、
検
討
す
る
こ
と 

◆
人
権
教
育
・
平
和
教
育
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推

進
に
つ
い
て 

・
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
人
権
教
育
・
平
和
教
育
の
と

り
く
み
の
深
化
の
た
め
、
研
修
お
よ
び
実
践
交
流
の
場

を
充
実
さ
せ
る
こ
と 

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
や
子
ど
も
基
本
法
の
理
念
を
ふ
ま
え

た
学
校
運
営
、
生
徒
指
導
の
体
制
構
築
を
進
め
る
こ
と 

・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
学
校
で
学
べ
る
よ
う
、

分
離
別
学
か
ら
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
転
換
を
す
す

め
る
こ
と 

・「
高
校
に
お
け
る
通
級
指
導
」
や
「
外
国
人
生
徒
に
係
る

特
別
枠
選
抜
」
等
に
つ
い
て
、
課
題
の
集
約
、
改
善
、

研
修
の
充
実
と
組
織
的
で
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す

る
こ
と 

◆
教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て 

・「
行
革
」
の
名
の
も
と
に
抑
制
さ
れ
て
き
た
、
学
校
配
当

予
算
の
復
元
・
拡
充
す
る
こ
と 

・
入
学
時
等
の
私
費
負
担
、
学
年
費
徴
収
金
額
の
適
正
化
・

軽
減
等
、
教
育
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
進
め
る
こ
と 

・
一
人
一
台
端
末
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
と
す

る
こ
と 

な
ど 

 

こ
れ
に
対
し
、
藤
原
教
育
長
は
「
今
回
い
た
だ
い
た
要

望
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
内

容
も
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
先
ほ
ど
の
あ
い
さ

つ
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
従
来
の
労
使
慣
行
を
尊
重
し
、

相
互
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
お
互
い

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
回
答
し
、
こ
の
日
の
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

兵高教第３９回定期大会 
 
６月２８日（土）10:30～16:30（受付10:00～） 

神戸市教育会館 501 号室 
 
※各支部・専門部の代議員の選出をお願いします。 

第96回兵庫県メーデー神戸中央大会 
＝次代につなぐ平和の願い！みんなでつくろう 支え合う安心社会と確かな未来（あした）を！＝ 
４月２６日（土）１０：００より、大倉山公園野球場において第９６回兵

庫県メーデー神戸中央大会が開催され、連合兵庫に結集する各産

別より約5,000人が参加しました。 

 メーデー式典開会に先立ち、会場隣接の「兵庫県解放運動無名戦

士の碑」への献花式を行い、連合兵庫役員・OB 多数が参列しまし

た。また、社会的アピールとして各組織代表者によって西元町・きらら

広場より会場まで結集デモ行進を行いました。 

 冒頭、主催者を代表して那須健連合兵庫会長があいさつに立ち、ウ

クライナやパレスチナ、ミャンマーなど世界各地で戦争状態が続いて

いることに触れ、「恒久平和の実現にむけ、不断の努力を続けよう」と

訴えました。今季春闘については賃上げが引き続き進んだとし「賃金

も、経済も上昇する好ステージに転換できるかの正念場である」と強

調するとともに、トランプ大統領の強硬な関税政策を懸念し「関係団

体と連携し、中小企業支援に繋がる賃上げ交渉の環境を整える」と

決意を述べました。 

 来賓あいさつ・紹介の後、自治労・フード連合より現場の声の訴えが

あり、最後に戦後 80 年の節目に戦争の悲惨さを次世代に継承する

ことなどを盛り込んだ「メーデー宣言」および「戦後・被爆８０年 次代

につなぐ平和の特別決議」（右）が採択され、「団結がんばろう」で締

めくくられました。 

 会場では、震災と豪雨災害に見舞われた能登半島への支援カンパ

も行われ、92,444円のご支援をいただきました。 

第９６回兵庫県メーデー神戸中央大会 

戦後・被爆８０年 次代につなぐ平和の特別決議 
 
２０２５年、戦後・被爆８０年となる。 
 
８０年前、第二次世界大戦により、世界で約８千万人が犠牲と

なった。人類史上、初めて広島に、そして長崎に投下された原子

爆弾は計り知れない破壊と苦しみをもたらした。 

今なお、戦禍の傷跡や痛みは癒えていない。私たちは、不戦の

誓いのもと、働く仲間が連帯し、平和・人権・民主主義を守る歩

みを進めている。 

ウクライナ、パレスチナ、ミャンマーなど、世界では戦争・紛争や

人権侵害が起きている。なんら罪のない多くの人々は苦しみ、依

然として核兵器の脅威は存在している。戦禍の記憶を風化させ

ることなく、武力ではなく、対話と信頼の関係構築を通じ、戦争や

核兵器のない世界、持続可能な世界の実現に向けて、私たちは、

不断の努力を続けなければならない。 
  
昨年、被爆者の立場で「核兵器なき世界」を訴え続けた日本被

団協がノーベル平和賞を受賞したことは、「対立と分断」を深め

る世界への警鐘である。 
 
 「一発の原子爆弾は私の身内５人を無残な姿に変え一挙に

命を奪いました。その時目にした人々の死にざまは、人間の死と

はとても言えないありさまでした。たとえ戦争といえどもこんな殺

し方、こんな傷つけ方をしてはいけないと、私はそのとき、強く感じ

たものであります。」 
 
これは、日本被団協・代表委員の田中熙巳（たなか てるみ）さ

んの言葉である。  
 
戦争は最大の人権侵害である。今を生きる私たちの責任とし

て、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代に継承していかなければ

ならない。  
 
戦後・被爆８０年の今、世界がより良い未来（あした）へと向か

うための行動と平和の誓いを新たにし、次代につなぐ平和の決

議とする。 
 

2025年４月２６日 

第９６回兵庫県メーデー神戸中央大会 


